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高岡市立高岡西部小学校 

本校では、３年生以上の学級で、一部「教科担任制」を取り入れ

ています。中学校のように音楽はＡ先生、英語はＢ先生・・・と教

科によって担当教員が変わります。複数の教員が関わることで、多

面的に子供を捉えることができます。教員の専門性を生かした授業

を展開することができ、学力向上にもつながります。子供たちも、

いろいろな先生と学習ができることを楽しみにしているようです。 

 

風情ある金屋町の石畳通りに威勢のよい子供たちの声が

響きわたりました。高岡西部小学校として初めて御印祭に

参加し、貴重な体験をさせていただきました。これまでも

弥栄節保存会の方々に踊りを指導していただきました。三

味線や胡弓の調べに合わせて、しなやかな踊りを披露する

ことができました。こうした経験を通じて、鋳物発祥の地

である金屋町の歴史や、伝統を継承する地域の方々の思い

を知り、さらに学びを深めていきたいと思います。 

高西小 HP 

 

「教科担任制」を生かしたカリキュラム編制に取り組んでいます  

【専科教員による授業】

高岡西部小学校 ～こんな子供の姿を目指します～  

「御印祭」前夜祭に参加 「エンヤシャ、ヤッシャイ！」   



 

 

 

★お子さんの自家用車での送迎については、旧西条小学校グラウンドを利用して 

ください。くれぐれも学校前道路（カーブ付近）での駐停車はご遠慮願います。 

 

★子供たちの登下校時間帯における正門前への車の乗り入れもご遠慮ください。 

大変危険です。 

 

★道路横断の際は、旧西条小前の地下道を利用してください。 

道路を斜め横断する大人の姿を子供たちは見ています。 

 

※先日、学校前のカーブ付近で駐停車した車がおり、その車を避けよ

うと反対車線を走行した際、対面から走行してくる車にぶつかりそ

うになる事案が発生しました。学校前のカーブは見通しも悪く危険

です。学校前道路の駐停車は他の車にも迷惑になります。 

 

保護者の皆さまには、ご不便おかけしますがご理解ご協力の程よろしくお願いします。 

    

 

「なんでそんなことをしたの？」「あんなに言ったのに！」日々の子育てにお

いて、こんな言葉を繰り返しがちです。子供同士の喧嘩や粗相に一番困ってい

るのは、子供本人のはずなのに、親の気持ちが優先してしまい、子供を追い詰

めてしまうことがあるものです。「そうか、つらかったね」「本当はそんなこと

するつもりなかったのだよね」と子供の気持ちに寄り添った言葉かけをしたい

ものです。 

先日、ＰＴＡ主催の「親学び講座」にて、富山県家庭教育アドバイザーの吉川

佳子先生のご講演を聞く機会がありました。「お母さんはこう思うよ、あなた

は、どう思う？」という私メッセージの伝え方等教えていただきました。子育て

に正解はないそうです。肩の力を抜いて、ゆったりと構えて子供の声に耳を傾け

ていきたいものです。 

高岡西部小学校の子供たちの様子を、随時、ホームページや学校だより等

でお知らせしていきます。それに伴い、今年度より「学年だより」は、各

学年の連絡事項等がある場合のみ発行いたしますのでご了承ください。 

 

 

 

お子さんの送迎における駐停車について 

PTA「親学び講座」に参加して ～子育てを振り返る～   


